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製作の手引き

マインドストームのコントローラで

制御する電動カートの製作

※本書を参考にして教材を製作する場合、ま

たは何かお気づきの点等ありましたら、群馬

県総合教育センターの産業科学グループま

でご連絡ください。

※本製作の手引きはあくまでもひとつの方法

（参考）です。みなさんのアイディアでさらによ

りよいものにしていただければ幸いです。
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●部品

自動車用ワイパーモータ ２個

台車用タイヤ ２個

自在キャスター １個

制御回路 １セット

（１台あたり２セット必要）

リレー12Ｖ用 （ａ接点２）２個（×２）

リレー５Ｖ用 ａ接点１、ｂ接点１

２個（×２）

抵抗１ｋΩ １個（×２）

MOSFET ２個（×２）

整流ダイオード ４個（×２）

スイッチ １個（×２）

プリント基板 １枚（×２）

(0.3mm、1.2mm)リード線

バナナクリップ・ソケット １セット

（×２）

その他

・各部品の固定用にボルト・ナット20個程度が必要になります。

・２×４材（1800mm）４本 接合用にコースレット（ねじ）が必要になります。

・動作させるためにはＲＣＸに単三乾電池６本、積層電池２個、自動車用バッテリー２個が必要に

なります。

12Ｖリレー

５Ｖリレー

MOSFET

１KΩ抵抗

ダイオード
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●主な部品の入手方法
自動車解体業者などで購入が可能。１個2000円～5000円程度

のものが多い。中には学習教材として利用することを伝えると自動車用

無料で提供してくれる業者もあるので、電話等で相談してくだワイパーモータ

さいすすめ。自ら取り外す場合は、六角レンチ（数種類）と配

線を切断するニッパーが必要。外し方の詳細については、その

他を参考にしてください。

DIY店や工具などを扱う量販店で購入可能。１個500円～1000円

。 （ ）台車用タイヤ 程度のものが多い 廃棄用の自転車 三輪車や幼児用の自転車

があれば、その車輪を使用することも可能です。

技術科教材取扱い店や電子部品専門店、インターネット通販な

どで購入可能。品揃えの状況にもよるが、多少時間を要するこ制御回路

とがあります。

DIY店や量販店などで購入可能。２×４材(1800mm)１本300円程

度。その他、角材や板材等が若干必要になります。２×４材

○ワイパーモータの取り外し方法

モータ

ボンネット内部

ボルトは３～４個

ボンネットを開けて

エンジンルームの

フロントガラス右下

（車種によっては左下）

に４または３つのボルト

で固定されています。

③モータを引っ張り配線を

15cmほど引き出し切断し

てください。

エンジン

①モータを固定して

いるボルトをゆるめ

すべて外します。

②ワイパーを上に

持ち上げながら

モータを一気に外

します。

ワイパー

モータ
30°～45°くらい

のところでモータ

が一番手前に引け

るところです。

※モータを外したら動作確認。

モータにはいくつもの配線（６～８本）が

されているものがあります。

テスターで使用する線を確認

してください。その後12Ｖを
加えて低速・高速の２種類

を見つけてください。

アースはボディになります。



- 4 -

●製作に必要な工具
・インパクトドライバー（または＋ドライバー）

・のこぎり（または丸のこ盤）フレームの製作

・ボール盤（またはキリ）

・かなづち

・レンチ、ペンチ

・はんだごて

・ニッパー制御回路の製作

・ラジオペンチ

・＋ドライバー

・溶接機（モータと車軸の接合に必要）

・金属切断機（金切りのこぎり、グラインダー）動力部の製作

・万力

※溶接は使用説明書をよく読み安全に留意

してご使用ください。

12Ｖバッテリー充電器

電気溶接機

溶接用面

電動ドライバー

革手袋
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●フレームの組立（２×４材を使用した場合）

①

②

③

幅の３分の１

程度に角材を

入れます。
外枠を組み、中に角材を

入れる

前輪にキャスターを固定し、

中央部に板材をしく

自在キャスターを

ボルトで固定しま

す。

シート部をフレームにのせる

板材はバッテリーを

のせる役割があります。

長さの３分の１

程度に角材を

入れます。

※寸法は目安です

シートの下にはバッテリーを格納

するので、取り外しができるよう

ねじ止めにします。
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④

⑤

動力部を取り付ける

車軸受けに滑車を

２個使用します。

平面図

右側面図

コントロールボックス

RCXをのせる台を設

置します。

バッテリーをのせる板を取り付け

完成

モータの回転軸と車軸を溶接して

固定する

できるだけ中心がズレないように

注意してください。
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●制御回路の組立

※RCXへの接続については「取扱説明書」をご参照ください。

※動力系の配線は太めにしてください。（制御系0.3mm、動力系1.2mm）
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●制御回路の配線・接続

①制御回路を取り付ける 板に３カ所穴を

あけます。

制御回路を組んで

板に固定します。

12Ｖバッテリーを

搭載。＋、－に注意

してください。

安全スイッチを

モータごとに設

置します。
②安全スイッチと

バッテリーを設置

※バッテリーおよび安全スイッチは

モータ１つにつきそれぞれ用意します。
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●その他

製作についてご不明な点がございましたら、群馬県総合教育センター産業科学グループ

までお問い合わせください。

http://www.center.gsn.ed.jp/sangyo/

〒372-0031 群馬県伊勢崎市今泉町一丁目233-2

TEL 0270-26-9211（代） FAX 0270-26-9222

③配線をします

＋

＋

10Ａヒューズ

バナナクリップ受け

RCXジョイント
※RCXジョイント
は模型用のものをそ

のまま使用できます。

※バッテリーからの配線は、自

動車のバッテリーソケットを

そのまま利用すると便利です。

※クリップ受けは

RCXのアース
と接続してくだ

さい。

注）安全スイッチはオフの状態で配線しましょう

③シートを固定して完成です

完成後は取扱いの注意をよくお読みの上、

安全に活用してください。

配線は引っかからないように

たばねておきましょう。


